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土塁と通路をもった
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金銅装大力

築いた小田原北条氏は、 16世紀半ばには

房総北部を勢力下に入れています。この

城はそうした政治状況を背景として築か

さて、想像はこのくらいにしますが、

御山遺跡の円墳 (SX015)の石棺からは
てっそ・

金銅装大万
こんどうぞうたち

(写真)、直万、
ちよくとう

鉄鎌、
く

勾玉、
まがたま

ガラス小玉、数人分の人骨などが出土し

ています。

金銅装大万は残りの良い完形品で、柄

頭か
がしら

ら鞘尻に
さやじり

至るまですべて金銅板(金メ

ツキされた銅板)で覆われている大変立

れたと考えられます。

(井上哲朗)

派なものです。

この大万は、まさに

一族の英雄である首長

の姿を飾るのにふさわ

しいー振だ、ったことで

しょう o

(福田 誠)

6遺跡今昔物語。


千葉市のL1R外房線鎌取駅の南側に広がる千葉・東南

部ニュータウン「おゆみ野」の開発に伴い、私たちは、

昭和49年から遺跡発掘調査を行っています。600ヘクター

ルに及ぶ広大な開発面積の中で40か所近い遺跡を調査し

ましたが、一部を除いて、ほとんど調査は終了していま

す。すでにその多くは、住宅・都市整備公団によって造 千葉東南部ニュータウン関連の報告書

成され、住宅、公共施設、商業施設が建てられ、新しい

街として生まれ変わりつつあります。

発掘調査が終了すると調査報告書を作成するための整

理作業に移ります。調査報告書には調査された住居跡、

古墳、貝塚や出土遺物の図面や写真などが収録されてい

ます。すでに 18冊の報告書が刊行されていますが、現在

も多くの調査員が調査記録類や出土遺物と格闘して、報

告書作りに取り組んでいます。

報告書の中には畏く活用され傷んでしまったものもあ

りますがとれとそ私たちの望むととろです。

皆さんも、何かの機会に報告書を見かけた折りには、

ぜひページをめくって、地中から紙の上に移った遺跡の

姿から、古代の世界に心を馳せていただければと思いま

す。(福田誠)
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北ノ作遺跡は、四街道市の北東に位置

する物井地区にあり、東に鹿島川を見下

ろす台地に位置しています。遺跡の東の

端は、調査前から土手(土塁)に囲まれ

た曲輪や斜面を整形した平場(腰曲輪
こしぐるわ

)

の存在が確認され、中世の城跡であるこ

とがわかっていました。

発掘調査は今年の 4月から実施してい

ます。その結果、城が築カ亙れる以前には

縄文時代や古墳時代の集落があったこと、

その後、室町時代に墓地が造られたこと

がわかりました。築城の際、 これらの遺

構は削られて平坦面が造り出されていま

す。土塁で固まれた大きな曲輪(本丸に

相当)の内側では、多くの柱穴が検出さ

れました口柱穴の配列から、 5棟以上の

掘立柱の建物跡や門の跡があったと考え

障子堀

『古墳時代の物井
ものい

地区。湧水
わきみず

の豊富な谷

津田を中心とした水田開発に成功した集

団の中から少しずつ勢力を伸ばしていっ

た一族があった。

何代目かの首長は特に知略に長け、食

料を増産し、武器を購入し周辺の地区と

の争いに勝利したD また、中央の政権の

有力者にもとりいって黄金に輝く刀を授 

かった。彼は黄金に輝く万を帯びる首長

と呼ばれ、ますます勢力を伸ばしていっ 

Tこ。

しかし、いず、れ頑健
がんけん

な体も老いる。首

長の亡骸に愛用の大刀を握らせて埋葬し

た者たちは一族への加護を願わず、にはい

られなかった口』

られます。当時の城には、江戸剛tの城

のような天守閣はありません口また、通

路をもっ深い井戸も検出されました。さ

らに、土塁の外側や腰曲輸には空堀がめ

ぐっており、そのうち、幅 5m・深さ 3 

mの空堀は、底に 2m間隔で仕切りが並ぶ

「障子堀」であることがわかりました。こ

れは、敵に堀底を通路として使わせない

ための障害となるものです。

i書陶は、中国製の青磁
せいじ

や瀬戸
せと

・美濃
みの

焼
わん すり，[ち

きや常滑
とこなめ

焼きの陶磁器(碗・皿・揺鉢・

饗)
かめ

のほか、素焼きの皿・揺鉢・鍋も
なベ

多

く出土しました。ほとんどが16世紀代(戦

国時代後半)のものです。建物跡や井戸

とともに、多くの遺物が出土しているこ

とから、城主の一族は普段も城の中で生

活していたことがわかります。

この城の名前や城主のことは、当時の

文書には伝えられていません。 16世紀前

半は、白井城(佐倉市)を本拠とする白

井氏とその一族である四街道地域の領主

は、本佐倉城(酒々井町)を本拠とする

千葉氏や原氏と鹿島川を挟んで争ってい

ました。また、障子堀を使った城を多く






